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あがつま
『わたしたちは見えるものではなく

見えないものに目を注ぎます。

見えるものは過ぎ去りますが、

見えないものは永遠に存続するからです』

（コリントの信徒への手紙Ⅱ ４章１８節）

♪
賛
美
歌
を
歌
お
う
㊷

『
行
け
ど
も
ゆ
け
ど
も
』

(

讃
美
歌-

番)

244

こ

の

賛

美

歌

は

作

詞

者

、

作

曲

者

と
も
に
日
本
の
方
で
す
。

作
詞
者
の
長
坂
鑒
次
郎
（

-

）

か

ん

じ

ろ

う

1871

1962

は

群

馬

県

高

崎

市

に

生

ま

れ

、

同

志

社

神

学

校

を

卒

業

後

、

新

潟

、

函

館

、

岡

山

な

ど

で

牧

会

し

、

そ

の

後

、

神

戸

女

学

院

教

授

、

神

戸

女

子

神

学

校

校

長

、

聖

和

女

子

学

院

神

学

部

長

な

ど

を

歴

任

し

ま

し

た
。

長

坂

は

新

潟

で

奉

仕

を

し

て

い

た

頃

、

宣

教

師

ク

ラ

ラ

・

ブ

ラ

ウ

ン

（

後

に

長

坂

と

結

婚

し

た

長

坂

ク

ラ

ラ

）

の

少

年

讃

美

歌

集

の

編

集

に

協

力

し

て

、

賛

美

歌

の

翻

訳

、

お
よ
び
、
創
作
に
あ
た
り
ま
し
た
。

こ

の

賛

美

歌

は

１

９

５

１

年

の

讃

美

歌

懸

賞

募

集

に

応

募

当

選

し

た

も

の

で

、

彼

の

最

後

の

作

品

と

な

り
ま
し
た
。

作

曲

者

の

小

山

章

三

（

-

）

1930

2017

は

長

野

県

丸

子

町

の

商

家

に

生

れ

ま

し

た

。

丸

子

実

業

高

校

で

農

業

土

木

を

学

び

ま

し

た

が

、

上

京

し

て

国

立

音

楽

大

学

に

入

り

、

同

大

学

の

音

楽

教

育

科

第

一

回

卒

業

生

と

な

り

、

卒

業

後

、

玉

川

学

園

高

等
部
で
教
鞭
を
と
り
ま
し
た
。

「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
」
と

題

さ

れ

た

こ

の

曲

は

、

小

山

が

国

立

音

楽

大

学

在

学

中

に

作

曲

し

、

讃

美

歌

作

曲

の

懸

賞

募

集

に

応

募

し
て
入
選
し
ま
し
た
。

苦
し
み
う
め
く
よ
う
な
前
半
部
は

短

調

で

、

暗

闇

に

指

す

光

の

よ

う

な

救

い

の

御

言

葉

の

後

半

部

を

長

調

で

構

成

す

る

こ

の

賛

美

歌

は

、

歌

い

手

や

聞

き

手

に

自

ら

の

救

い

の

体

験

を

思

い

起

こ

さ

せ

る

の

で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
稲
垣
）


